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今回の研修では多様化するボランティア活動やニーズに対応していくため、担い手募集の

新たなアプローチや、集まってくれたボランティアに活動を継続にしてもらうためのモチベ

ーションアップの手法、ボランティア活動を通してお互いが支え合える地域づくりのコーデ

ィネーションを３回の講義やグループワーク等を通して学び、今後のボランティアコーディ

ネーターとしての取り組みの発展のきっかけとなるように開催します。 

ボランティアコーディネーターとしてスキルアップをしたい方や、改めてボランティアコ

ーディネーターの役割について学び直したい方など、ぜひご参加ください。 

【日  時】 全３回コース ①11月２６日（火）１３時３０分～１６時３０分 

                  ② 1月２８日（火）１３時３０分～１６時３０分 

                  ③ ３月１１日（火）１３時３０分～１６時３０分 

【研修会場】 かながわ県民センター 12階 第2会議室 （横浜市神奈川区鶴屋町 2-24-2） 

【対  象】 市区町村社協・市民活動センター等の中間支援組織等のボランティア受け入れ担当者等 

【講  師】 妻鹿 ふみ子 氏  

（東海大学健康学部健康マネジメント学科 教授／日本ボランティアコーディネーター協会 検定試験委員長） 

【定  員】 ２0名（先着順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【受 講 料】 ４，５00円（         ） 
振込先等は受講決定通知にて 
別途ご案内いたします。 

プ ロ グ ラ ム  ※変更になる場合もあります 

日時 内容 

11月２６日（火） 

１３時３０分～１６時３０分 

【新しい発想のリクルート】 

地縁型やテーマ型など、ボランティア活動が多様化する中、担い手不足

はどこの支援機関においても課題となっています。 

新たな担い手の発掘に向けて、潜在的にいるであろうボランティアをし

たい人への働きかけ、アプローチ方法について学びます。 

1月２８日（火） 

１３時３０分～１６時３０分 

【活動を続けるためのフォローアップ】 

“ボランティアがしたい”と集まってくれた方たちに長く活動を続けても

らうためには継続的なフォローアップが必要になります。 

継続して活動していただくために、つないだ後のモチベーションを高め

る方法やコミュニケーション技術等について学びます。 

３月１１日（火） 

１３時３０分～１６時３０分 

【包括的なボランティアコーディネーション】 

 様々なボランティア活動が増える中、ただ繋ぐだけではなく、障害を持つ

お子さんの通学支援や、障害を持つ方のボランティア希望の相談など、一

人ひとりの生活背景等を理解したコーディネーションが必要となります。 

 多様なニーズを受け止め、ボランティア活動を通した相互理解、地域での

支え合いの工夫を学びます。 
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〈主催・問い合わせ・申込み先〉 

社会福祉法人 神奈川県社会福祉協議会 かながわボランティアセンター  担当：渡辺 

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町 2－24－2 かながわ県民センター12階 

TEL ： 045(312)4813  FAX ： 045(312)6307  E-mail ： kvc＠knsyk.jp 

申し込みについて 
 

【申し込み期限】 

令和６年１１月２０日(水)までに、下記の URLまたは二次元コードより、お申し込みください。 

◆申込用 URL https://forms.gle/6Nt7NrtBdwuRrqbP8 

※受講定員に達した場合は期限前に締め切りとなります。 

 

【申し込みにあたっての注意事項】 

  ・参加費は３日間で４,５００円となり、参加回数に関わらず左記の金額となります。 

 

・令和６年１１月２１日（木）に、受講申込み時に登録いただいたメールアドレス宛へ受講決定通

知及び、受講料振込先等のご案内をいたしますので、必ずご確認ください。 

 万一、上記の期日以降も通知が無い場合は、記載の問い合わせ先までご連絡をお願いいたします。 

・受講決定通知後（１１月２１日以後）の受講キャンセル等に伴う受講費用の返金は、原則お受け

できません。また、研修当日の欠席等に伴う受講費用の返金もお受けいたしかねますので、予め

ご了承ください。 

 

https://forms.gle/6Nt7NrtBdwuRrqbP8

